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河川敷野草の活用についτ
(社)岡山県畜産協会経営指導部

1はじめに

当協会では、平成21年度から県畜産課及び国土交通省岡山河川事務所と連携して、

河川敷野草の活用により、安価な飼料を畜産農家に提供して、飼料自給率の向上と畜

産経営の安定に資することを目的に河川敷野草の活用事業に取り組んでいる。

2平成23年度の取組状況

梱包作業体制を確立すべく、小型ロールベーラーのレンタル化を目指したが、レン

タル事業が不首尾に終わり、各河川の除草請負業者がそれぞれJA及び農家等から梱

包機械を借り受けて事業を実施した。

1)高梁川上流地域の取組

総社市久代の刈草仮置場の広場を利用

して、作業員所有のロールベーラーを使

用し梱包作業を行った。

第1回目7月27日～8月12日

第2回目9月28日～10月11日

梱包ロール個数1,808個

提供農家戸数延べ18戸

2)高梁川下流地域の取組

倉敷市真備町南山橋地先の河川敷刈草仮置場の広場を利用して、JAおかやま西、

畜産農家、高梁川上流地域から借り受けたロールベーラーを使用し梱包作業を行っ

た。

第1回目7月26日～8月9日

第2回目9月28日～10月13日

梱包ロール個数1,571個

提供農家戸数延べ17戸
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3)百聞川地域の取組

畜産農家所有のロールベーラーをオ

ペレーター付で借り受けて梱包作業を

行った。

第1回目8月8日・9日

於:百聞川左岸河口付近の河川敷

梱包ロール個数235個

提供農家戸数延べ5戸

第2回目10月27日・28日

於:

梱包ロール個数311個

提供農家戸数延べ2戸
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百聞川左岸中川橋～海好橋問の堤防道路
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旭川左岸岡北大橋から鶴見橋問の河川

敷において、畜産農家所有のロールベーラ

ーをオペレーター付で借り受けて梱包作

業を行った。

期日10月27日・28日・29日

梱包ロール個数511個

提供農家戸数延べ6戸
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5)アンケート調査の結果

今年度新規に野草を利用した23戸を対象にアンケート調査を実施した。

(回答19戸回収率83%)

0ロールの品質

カビの有無有10戸(53%)無9戸(47%)

土砂の有無有8戸(42%)無11戸(58%)

異物の有無有13戸(68%)無6戸(32%)

内訳ビニール9空き缶5針金等1木竹等2ペットボトル2ビン1発

泡スチロール2紙クズ2

0今後の利用希望

利用したい14戸(74%)

利用したくない5戸(26%)

(品質が良ければ利用する3戸)

0供給者への要望

良く乾燥したものが欲しい8戸(42%)

品質を良くして欲しい5戸(26%)
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異物を取り除いて欲しい3戸(16%)

配布回数を増やして欲しい3戸(16%)

配布日の連絡を早くして欲しい2戸(11%)

トラックいっぱい欲しい(1回)1戸(5%)

牛の食べる飼料として欲しい1戸(5%)

3平成24年度の取組について

1)畜産農家への情報発信

・国土交通省中国地方整備局河川部「刈草・伐採木の無償提供のページ」への掲載

を岡山河川事務所に依頼する。

・県畜産課、畜産協会は各所属ホームページへ情報を掲載する。

・刈草配布の連絡は河川事務所から直接畜産農家へ通知する。(連絡を早く、確実

にするため、携帯電話の活用を図る)

2)供給体制

・高梁川は、試作機等の借り上げにより前年並みの梱包数を確保する。

・旭川・百聞川・吉井川は、畜産農家にお願いし、前年以上の梱包数を確保する。

3)除草業者に対する啓発指導

・刈草の飼料化を図るための説明会を開く。

乾燥の徹底(天日日数、反転)

異物の除去(金属、ビン、缶、有害草)

土砂の混入防止

4)法面集草・梱包機の活用

除草作業の中で集草に係る費用が一番大きい。そこで、法面における人力作業を減

らし費用の削減を図るとともに、転倒・転落事故防止等作業の安全性と作業の効率化

を図ることを目的に、国土交通省中国技術事務所と島根大学が共同開発した法面集

草・梱包機の試作機が平成23年度に完成した。

平成24年度、岡山県においても、一定期間の利用が予定されており、今後の河川

敷野草の飼料活用への貢献が期待される。


